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３ いつするの？

２ 活動内容

１ 対象者
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この事業は，ボランティア活動をしている子どもやこれからボランティア活動を始める子どもに，

「私のふれあいボランティア活動カード」（※ボランティアポイントカード）を配布し，活動の実績に応

じてポイントを付与（カードへのスタンプ押印）するものです。

次代を担う子ども達のボランティア活動を始めるきっかけづくりや活動継続への定着，励みとして

この制度を利用していただくことにより，ボランティア活動の更なる促進と社会福祉への理解や関

心を高め“福祉の心”を育むとともに，心豊かな地域社会づくりにつなげることを目的としています。

鹿屋市内の小学生，中学生，高校生

○学校の放課後

○学校が休みの日

○福祉施設の訪問

○収集，募金活動

○郷土芸能伝承（地域の踊りなど）

○地域内の交流，清掃（河川，海岸，地域内の清掃など）

○地域行事への参加活動（十五夜行事，鬼火たき，餅つきなど）

○その他ボランティアに関する活動など

地域社会や個人・団体の福祉の増進につながる校外

でのボランティア活動が対象となります。

スタンプは１日１回３０分以上の活動に対し１スタンプだけど,ボランティア

活動カードにスタンプ１０個たまったら認定証がもらえるよ!!

児童・生徒のふれあいボランティア活動事業のご紹介

４ どんなことをしたらいいの？



ボランティアセンター情報をご覧ください。

鹿屋市ボランティアセンターでは、28年4月より

ボランティア情報のリニューアルを行い、ボラン

ティア登録団体の活動PR等、より身近な情報を提供

しております。ボランティア情報の他に、講座やイ

ベントの情報も随時更新しますので、興味のある方

は、ぜひ鹿屋市ボランティアセンターのホームペー

ジをご覧いただきご活用ください

http://www.kanoyasyakyou.jp/page12.html QRコード

福祉機器のリサイクルを行っています。

市民の皆様から使わなくなった福祉機器を無

料で提供していただき必要とされる方に

無料でお譲りしています。

●提供していただきたいもの

・車いす

・特殊寝台（電動ベッド，ギャッヂベッド）

＊）1 ＊）2

●譲渡ができる人は市内に居住し、障がい、

高齢、疾病等により福祉機器を必要とする方

＊1）良好な使用状態にあるもので、職員が機器の

状態を確認のうえ、台帳に登録します。

＊2）譲り受ける人が見つかるまでの期間、機器の

保管は提供してくださる人にお願いします。

●申込方法など詳しいことは、お問合せください。



活動内容・・・・ドライブサロン事業の運営補助として，主に利用者の話し相手や足が不自由な方

のバス乗降時の手添え，店内での車イスの介助など。

ボランティアセンターでは，古切手の収集・書き損じハガキの収集・ペットボトルキャップ及びプルタブ

等の収集をしています。皆様から届けられたものは，国内外のさまざまな医療・福祉に役立てられます。

●田代幼稚園・・・・・プルタブ １３㎏

●高須小学校・・・・・ペットボトルキャップ ２９．７㎏・プルタブ ３．５㎏

●鹿屋農業高校・・・・ペットボトルキャップ ５２㎏・プルタブ １５㎏

空き缶 ４㎏

●田崎中学校・・・・・ペットボトルキャップ ５５㎏・プルタブ １３㎏

●串良小学校・・・・・ペットボトルキャップ ２８㎏

１０㎏のペットボトルキャップ及び１．７㎏のプルタブで救うことのできる命は５人

※ポリオワクチン換算

（平成２９年３月末現在の累計）

※ドライブサロン事業とは・・・地域の交通手段のない高齢者の買い物支援や健康状態のチェック，

安否確認，生きがいづくりなどを目的とした複合的な生活支援サービス事業です。社会福祉協議

会がコーディネートし市内の社会福祉法人に地域公益活動の一環として行っていただいているも

ので利用料は無料です。

～高齢者の買い物支援～

ボランティア活動紹介

私は高齢者の生きがいづくりの手助けとして活動をしていますが，活動をしながら私自身の生

きがいづくりにもなっています。また，週1回利用者に会えるのも楽しみのひとつ。笑顔を見るとほっ

とします。今後も出来る範囲でささやかな奉仕活動をしていきたいです。このドライブサロン事業がもっ

と多くの地域に拡がっていってほしいです。

ボランティアさんの声



平成２９年度福祉体験出前講座のご案内

Ａコース：福祉やボランティアについて
Ｂコース：障がい者との交流
Ｃコース：地域の高齢者とのふれあい
Ｄコース：手話体験
Ｅコース：災害ボランティアについて
Ｆコース：認知症サポーター養成講座
Ｇコース：体験学習

※各コース組み合わせが出来ます！

※申込みについては１カ月ぐらい前までにお願します。また，上記以外でも希望の内容に応じて調整いたします。

コース名

Ａコース

Ｂコース

Ｃコース

Ｄコース

Ｅコース

Ｆコース

Ｇコース
高齢者疑似体験，車いす体験，アイマスク体験を通じて，高齢者や障がい者の
理解とバリアフリーについて考えます。

45分～
（人数に応じて調整）

万が一の災害に備えて，災害ボランティアとして必要な知識と技術を学びます。
炊出し訓練や救命救急法など希望の内容に応じて説明します。

45分～

認知症の理解や，関わり方について寸劇をまじえながら学びます。子どもから大
人までとっても分かりやすい講座です。

45分～120分

地域の高齢者と子どもの世代間交流で昔話や作品づくり等を通じて地域の方と
の交流を深める。

60分～

耳の不自由な人とのコミュニケーション「手話」。指文字やあいさつなど簡単な手
話について勉強する。

60分～120分

内容 所要時間

福祉やボランティアについて，その年代やご希望の内容にあわせて説明します。 20分～60分

障がい者（体の不自由な方，目の見えない方，耳の聞こえない方）の体験談を
聞いたり，質問をしたりして，障がいについての理解や関心を深める。

45分～90分


